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概要 

（100～150 字程度） 

慢性炎症は多様な疾患との関連性が認められる。本共同研究に

おいて、慢性炎症モデルや癌モデルを用いて IL-6 アンプ活性化を

介する慢性炎症のプロセスにおける B 細胞の活性化、プラズマ細

胞・メモリーB 細胞への分化並びに補体系の機能に着目した解析

を進め、多様な疾患の発症・悪性化の免疫病態の解明を進めてい

る。 

研究目的 

（300 字程度） 

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴い次々と変異が蓄積

し、ワクチン効果、特に B 細胞が主体の液性免疫効果に影響を与

えていることが示唆されている。申請者の研究室は B 細胞の解析

に長けており、制御される分子の生理的機能を数多く明らかにし

てきた。本研究において、村上博士が研究する SARS-CoV2 によ

って誘導されるサイトカインストームにおける B 細胞の機能につ

いて詳細な解析を行い、論文化を目指す。 

研究内容・成果 

（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

SARS-CoV-2 mRNA ワクチンの 3 回目の接種では、2 回目の

接種 とは対照的に、Omicron 変異体に対する強力な中和活性が

得られる。 この抗体反応の違いの根本的なメカニズムを解明する

ため、ワクチ ン接種者のスパイク受容体結合ドメイン（RBD）特

異的メモリーB 細胞を調査した。オミクロンに反応するメモリー

B 細胞の頻度は、 2 回目のワクチン接種から約 9 カ月後に増加

した。これらの記憶 B 細胞は、2 回目以前の記憶 B 細胞とはエ

ピトープの分布が変化して おり、おそらく抗体のフィードバック

機構によるものと考えられ る。この仮説をマウスモデルで検証し

たところ、RBD 誘発血清抗 体の添加または枯渇により、オミク

ロン反応性胚中心（GC）およ びメモリーB 細胞がそれぞれ同時



に増加または減少することが示 された。このデータは、あらかじ

め生成された抗体が、2 回目のワ クチン接種後の GC とそれに

続くメモリーB 細胞の選択を調節し、 より多くのオミクロン反

応性メモリーB 細胞を時間とともに蓄積 し、3 回目のワクチン

接種で誘発されるオミクロン中和抗体の生成 に寄与しているこ

とを示している。  
本研究期間において北大遺制研における招待講演を受け、“IGM-

QST-NIPS セミナー” として、2025 年 8 月 1 日 (金曜日) 16:00 
から Zoom オンライン形式で以下の演題のセミナーを行った。  
【演題】抗体の質・量を支える細胞基盤  
また、その際、本共同研究に関する研究打ち合わせも実施した。 
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